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寄
付
金
三
百
万
円
で
購
入

障
害
者
授
産
施
設
に
福
祉
車
両
を
贈
呈

　

四
月
十
六
日
、
精
神
障
害
者
小

規
模
通
所
授
産
施
設
「
き
ら
ら
」

で
、
福
祉
車
両
の
贈
呈
式
が
行
な

わ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
淡
路
島
福

祉
会
に
、
中
田
勝
久
市
長
か
ら
八

人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
匿
名
の
方
と
、

山
口
貴た
か
ゆ
き干
さ
ん
（
八
木
）
か
ら
贈

ら
れ
た
寄
付
金
三
百
万
円
で
購
入

し
た
も
の
で
、
市
が
同
福
祉
会
に

管
理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
、「
き

ら
ら
」
と
知
的
障
害
者
通
所
授
産

施
設
「
ウ
イ
ン
ズ
」
の
利
用
者
の

送
迎
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
、
同
席
し
た
山
口
さ
ん

や
利
用
者
が
見
守
る
中
、
中
田
市

長
か
ら
同
福
祉
会
の
山
野
専
務
理

事
に
目
録
を
、
ま
た
山
口
さ
ん
も

利
用
者
の
代
表
に
車
の
鍵
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

ワ
ゴ
ン
車
は
、
足
の
不
自
由
な

人
に
も
乗
り
降
り
し
や
す
い
よ
う

に
、
地
面
の
近
く
ま
で
下
が
る
座

席
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲福祉車両の鍵を手渡す山口さん（右）

　

全
国
的
に
増
え
る
高
齢
者
の
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
南
あ

わ
じ
市
交
通
対
策
協
議
会
で
は
高

齢
者
交
通
安
全
指
導
員
制
度
が
確

立
さ
れ
、
昨
年
度
か
ら
指
導
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
研
修
会

が
五
月
十
六
日
、
榎
列
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

指
導
員
制
度
は
、
市
老
人
会
の

各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
選
出
さ
れ
た

二
百
三
名
が
、
南
あ
わ
じ
警
察
署

長
と
交
通
対
策
協
議
会
長
か
ら
交

通
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
交
通
安
全
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
交
通
事
故
の
現
状

が
報
告
さ
れ
た
後
、
講
演
と
し
て

加
古
川
刑
務
所
篤
志
面
接
委
員
協

議
会
長
の
山
本
幸
男
先
生
が
、
高

齢
者
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
な
ど
を
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
、話
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、「
横

断
歩
道
を
歩
く
と
き
は
立
ち
止
ま

ら
な
い
こ
と
。
信
号
は
青
で
も
す

ぐ
黄
に
な
り
そ
う
で
あ
れ
ば
次
の

青
ま
で
待
つ
こ
と
。」
を
強
調
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
交
通
安
全
指
導
員
研
修

 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
指
す

▲山本幸男氏による講演

　

素
人
義
太
夫
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
故
山
崎
萬
米
（
芸
名

米べ
い
か花
）
さ
ん
が
使
っ
て
い
た

貴
重
な
遺
品
が
五
月
二
日
、

長
女
山
崎
武
子
さ
ん
と
孫
敏

男
さ
ん
（
倭
文
）
か
ら
、
淡

路
人
形
協
会
（
理
事
長
、
中

田
勝
久
市
長
）
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

萬
米
さ
ん
は
、
十
六
歳
頃

か
ら
浄
瑠
璃
を
始
め
、
昭
和

三
十
六
年
淡
路
素
義
審
査
競
演

大
会
で
第
五
代
横
綱
に
輝
き
ま
し

た
。

　

遺
品
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
太
夫

が
語
る
と
き
使
う
黒
の
漆
塗
り
に

金
の
蒔ま

き
え絵

が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
見
台

と
、「
絵
本
太
功
記
十
段
目
尼
ヶ

崎
の
段
」「
一
の
谷
嫩

ふ
た
ば

軍
記
熊
谷

陣
屋
の
段
」「
玉

た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ

藻
前
旭
の
袂

た
も
と

三

段
目
道み

ち
は
る
や
か
た

春
館
の
段
」
な
ど
自
筆
も

含
め
て
の
床
本
三
十
三
冊
。

　

協
会
で
は
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
で
保
存
・
展
示
す
る
予
定

で
す
。

故
・
山
崎
萬ま

ん
べ
い米
さ
ん
の
見け

ん
だ
い台
、
床ゆ

か
ほ
ん本
を
寄
贈

▲山崎さん（左）寄贈の見台と床本

◆
沼
田
茂
子
（
市
）
さ
ん

　

五
月
十
一
日
、
沼
田
茂
子
さ
ん

が
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
で
中
田
勝

久
市
長
に
、
現
金
五
十
万
円
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
沼
田

さ
ん
が
年
金
の
中
か
ら
節
約
し
て

貯
め
た
お
金
で
、
文
化
財
保
護
活

動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
申

し
出
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆
福
良
不
動
講

　

五
月
一
日
、
福
良
不
動
講
代
表

の
内
海
信
太
朗
さ
ん
が
、
緑
庁
舎

を
訪
れ
、「
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
現
金
十
万
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
貴
重
な
寄
付
を

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本

部
は
、
４
月
18
日
、
30
年
以
内
に

東
南
海
地
震
が
64
％
、
南
海
地
震

が
53
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
公

表
し
ま
し
た
。

　

大
雨
災
害
が
同
０
・
５
％
で
あ

る
の
に
対
し
、地
震
発
生
確
率
が
、

ど
れ
だ
け

高
い
か
が

わ
か
っ
て

い
た
だ
け

る
か
と
思

い
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
化

　

東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
に

よ
り
、
市
内
で
は
最
大
震
度
６
弱

の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
住
宅
の
耐
震
化
が
い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

特
に
、
昭
和
56
年
５
月
末
以
前

に
着
工
さ
れ
た
住
宅
は
、
現
在
の

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、「
簡
易
耐

震
診
断
」を
個
人
負
担
３
千
円（
木

造
戸
建
住
宅
の
場
合
）
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
制
度
の
案
内

に
つ
い
て
は
、
14
頁
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

さ
ら
に
、
兵
庫
県
で
は
昭
和
56

年
５
月
末
以
前
に
着
工
し
た
住
宅

で
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が

劣
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
、
耐

震
改
修
計
画
策
定
費
、
耐
震
改
修

工
事
費
に
最
大
で
総
額
80
万
円
の

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
※

一
定
の
条
件
あ
り
）

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
の
加
入

　

万
が
一
、
大
地
震
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
災
害
で
住
宅
を
失
っ
た

場
合
に
備
え
て
、
兵
庫
県
住
宅
再

建
共
済
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
）

で
は
、
年
間
５
千
円
の
負
担
で
、

最
大
６
百
万
円
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
地
震
保
険
や
他
の
共
済
に
加

え
て
加
入
で
き
ま
す
。

　

事
前
の
備
え「
住
宅
の
耐
震
化
」

と
事
後
の
備
え
「
住
宅
の
再
建
」

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
家
族
で
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て
＝
都
市

計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６
、
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
に
つ
い
て

＝
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

▲住民と行政による意見交換（潮美台）

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う

「
成
人
式
実
行
委
員
会
」
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
ら
を
中
心
に
、
三
月
二
十
五

日
、
若
者
グ
ル
ー
プ
「
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
＝
開
拓
者
た
ち
）」

が
発
足
し
ま
し
た
。五
月
十
九
日
、

同
グ
ル
ー
プ
の
始
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
ハ
ッ
ト
・
ロ
ビ
ッ

ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
五
人
の
指
導

者
を
迎
え
「
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ

ク
ス
教
室
」
を
松
帆
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
」

と
は
、
直
径
八
十
六
セ
ン
チ
の
ミ

ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
上
で
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
す

る
と
い
う
も
の
。
参
加
者
は
一
時

間
、さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
で
は
今
後
、
今
年

度
成
人
式
実
行
委
員
会
と
の
引
継

ぎ
を
兼
ね
た
交
流
会
や
若
者
情
報

誌
の
発
行
、
若
者
会
議
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
若
者
に

よ
る
出
会
い
の
場
づ
く
り
や
ま
ち

お
こ
し
な
ど
を
期
待
し
、
同
グ

▲トランポ・ロビックスを楽しむ若者グループ

Ｆフ

ロ

ン

テ

ィ

ア

ー

ズ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

若
者
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ

南
海
地
震
発
生
確
率
53
％

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

市
内
21
地
区
で
開
催

行
政
懇
談
会
各
地
区
で
ス
タ
ー
ト

4
広報 

ル
ー
プ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
地
域
住
民
と
市
の
幹
部
職
員

が
意
見
交
換
す
る
、
行
政
懇
談
会

が
各
地
区
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
先
頭
を
切
っ
て
行
わ

れ
た
潮
美
台
地
区
で
は
、
五
月

十
九
日
同
公
民
館
で
、
自
治
会
を

中
心
に
各
種
団
体
か
ら
多
く
の
方

が
出
席
。

　

中
田
市
長
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
行
政
報
告
を
行
っ
た
後
、
市
四

役
や
部
長
ら
と
と
も
に
、
地
域
に

密
接
し
た
貴
重
な
意
見
交
換
が
交

わ
さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
市
民
と
行
政

が
地
域
の
課
題
な
ど
を
お
互
い
に

認
識
し
、
共
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
新
市
発
足
後
始
め
て
実
施
す

る
も
の
で
、
市
内
全
域
を
小
学
校

区
単
位
毎
（
市
内
二
十
一
地
区
）

を
基
本
に
、
八
月
初
旬
に
か
け
て

開
催
す
る
予
定
で
す
。




